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日
本
が
打
上

げ
た
小
惑
星
探

査
機
「
は
や
ぶ

さ
」
が
幾
多
の

困
難
な
状
況
を

乗
り
越
え
て
先

月
13
日
に
無
事

地
球
へ
と
帰
還
し
た
ニ
ュ
ー

ス
は
ま
だ
記
憶
に
新
し
い
と

こ
ろ
だ
。
帰
還
後
各
種
メ
デ

ィ
ア
が
取
り
上
げ
て
い
る

が
、
様
々
な
技
術
と
そ
れ
を

さ
さ
え
る
人
達
が
一
体
と
な

っ
た
奮
闘
が
探
査
機
の
帰
還

に
結
実
し
、
ま
た
こ
の
技
術

を
持
続
し
次
の
世
代
へ
と
伝

え
る
事
、
専
門
性
と
継
続
性

が
重
要
で
は
な
い
か
と
思
う

▼
専
門
性
と
継
続
性
が
重
要

な
の
は
私
た
ち
公
務
職
場
に

も
言
え
る
事
だ
ろ
う
。
高
級

官
僚
の
天
下
り
等
は
是
正
さ

れ
る
べ
き
だ
が
、
こ
の
間
の

行
革
路
線
や
新
人
事
評
価
制

度
が
長
年
に
わ
た
っ
て
公
務

職
場
が
蓄
積
し
て
き
た
、
専

門
性
・
継
続
性
を
無
視
し
、

職
場
に
分
断
を
持
ち
込
む
も

の
に
他
な
ら
な
い
▼
最
近

も
、
民
間
委
託
さ
れ
た
府
税

窓
口
業
務
が
大
混
乱
に
陥
っ

た
と
聞
く
が
、
公
務
の
専
門

性
・
継
続
性
を
無
視
し
た
事

が
大
き
な
要
因
の
一
つ
だ
ろ

う
。
こ
の
よ
う
な
事
例
は
他

の
職
場
で
も
多
く
発
生
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
▼
今
後

も
新
た
な
行
革
案
で
、
市
場

化
や
独
法
化
が
目
白
押
し
だ

が
、
こ
う
し
た
専
門
性
・
継

続
性
無
視
、
公
務
・
公
共
業

務
の
切
り
売
り
が
、
職
場
は

も
ち
ろ
ん
府
民
に
と
っ
て
も

不
幸
な
結
果
を
招
く
事
を
強

く
庁
内
外
に
訴
え
な
く
て
は

と
思
う
。 

（
た
）

私達の要求をかなえるチャンス !
必ず投票へ行こう

７月11日投開票７月11日投開票

　

今
季
闘
争
で
は
、
時
短
の
本

年
10
月
実
施
の
表
明
と
細
部
協

議
の
実
施
、
子
の
看
護
休
暇
の

拡
充
・
短
期
の
介
護
休
暇
の
新

設
、
そ
れ
ら
の
非
常
勤
職
員
へ

の
措
置
、
さ
ら
に
は
、
介
護
の

た
め
退
職
し
た
教
員
の
再
採
用

の
制
度
創
設
に
向
け
た
今
年
度

内
の
検
討
、
な
ど
前
進
的
な
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
一
時
金
カ
ッ
ト
中

止
や
保
育
休
暇
の
実
質
的
確

保
、「
教
育
に
穴
が
あ
く
」
実

態
の
解
消
、
非
常
勤
職
員
の
待

遇
改
善
と
正
規
化
な
ど
の
要
求

に
は
応
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

府
労
組
連
は
、
６
月
25
日
、

中
央
委
員
会
を
開
催
し
、
府
当

局
の
回
答
全
体
と
し
て
大
変
不

満
で
あ
る
が
今
季
闘
争
を
終
結

す
る
こ
と
を
確
認
し
、
引
き
続

き
、
①
「
財
政
構
造
改
革
プ
ラ

ン
」
に
お
け
る
公
務
員
制
度
改

悪
と
給
与
抑
制
攻
撃
反
対
、
勤

務
時
間
15
分
短
縮
実
施
に
伴
う

細
部
協
議
、
保
育
休
暇
の
実
質

確
保
、「
教
育
に
穴
が
あ
く
」

実
態
の
解
消
、
非
正
規
職
員
の

単
価
ア
ッ
プ
な
ど
待
遇
改
善
な

ど
、
引
き
続
き
要
求
実
現
に
全

力
を
挙
げ
る
こ
と
、
②
府
民
の

暮
ら
し
や
福
祉
・
教
育
と
働
く

ル
ー
ル
が
大
切
に
さ
れ
る
社
会

を
求
め
る
運
動
を
全
力
で
進
め

る
こ
と
、
７
月
11
日
に
行
わ
れ

る
参
議
院
選
挙
に
お
い
て
、
働

く
ル
ー
ル
を
守
り
、
消
費
税
増

税
反
対
、
基
地
の
な
い
平
和
な

日
本
の
実
現
な
ど
、
国
民
・
労

働
者
の
要
求
実
現
を
め
ざ
し
、

全
力
で
奮
闘
す
る
こ
と
、
な
ど

を
意
思
統
一
し
ま
し
た
。

２
部
勤
制
の

拡
大
は
行
う
な

　

今
後
、
時
短
実
施
に
伴
う
細

部
協
議
が
７
月
14
日
を
目
途
に

行
わ
れ
ま
す
が
、「
リ
フ
レ
研
」

で
示
さ
れ
た
当
局
の
考
え
方
に

つ
い
て
の
問
題
点
や
要
求
を
早

急
に
集
約
し
、
そ
の
実
現
を
求

め
て
い
き
ま
す
。と
り
わ
け
、勤

務
時
間
の
割
振
り
変
更
に
伴
う

本
庁
職
場
で
の
時
間
的
ず
れ
の

拡
大
や
出
先
職
場
で
の
ず
れ
勤

の
導
入
は
、
職
員
の
労
働
条
件

の
後
退
に
つ
な
が
る
ば
か
り
か

か
え
っ
て
府
民
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
を
招
く
こ
と
か
ら
反
対
の
立

場
で
と
り
く
み
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
育
児
の
早
出
遅
出
勤
務

の
導
入
に
つ
い
て
は
庁
舎
管
理

の
問
題
な
ど
が
あ
り
そ
の
解
決

に
向
け
十
分
な
協
議
を
求
め
て

い
き
ま
す
。

「
わ
た
り
」廃
止
、

現
給
保
障
解
消
な
ど

検
討
表
明

　

６
月
30
日
に
は
「
財
政
構
造

改
革
プ
ラ
ン
」（
た
た
き
台
）

が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
公
務
員

制
度
改
革
で
は
、
が
ん
ば
っ
た

職
員
が
む
く
わ
れ
る
制
度
、
多

用
な
人
材
登
用
が
打
ち
出
さ
れ

て
い
ま
す
。
具
体
的
な
内
容

は
、
給
与
制
度
で
は
、
①
独
自

給
料
表
（
１
職
階
１
級
制
、
部

長
級
等
は
昇
給
な
し
）
の
導
入

検
討
、
②
わ
た
り
・
一
律
的
昇

格
廃
止
、
現
給
保
障
の
解
消
、

組
織
人
事
体
制
で
は
、
①
一
般

行
政
部
門
の
22
年
度
か
ら
５
年

間
で
９
０
０
人
削
減
、
②
特
許

情
報
セ
ン
タ
ー
、
府
営
印
刷
所

な
ど
の
廃
止
統
合
及
び
あ
り
方

検
討
、
③
産
業
技
術
総
合
研
究

所
、
環
境
農
林
水
産
総
合
研
究

所
の
独
立
行
政
法
人
化
な
ど
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

府
労
組
連
は
、
財
政
状
況
を

理
由
と
し
た
新
た
な
人
件
費
削

減
や
公
務
員
制
度
改
悪
・
給
与

制
度
改
悪
に
反
対
す
る
と
と
も

に
、
さ
ら
な
る
府
民
施
策
切
捨

て
を
許
さ
な
い
立
場
か
ら
、
府

民
共
同
の
と
り
く
み
を
府
民
連

な
ど
と
協
力
し
て
と
り
く
ん
で

い
き
ま
す
。

　

府
労
組
連
は
、
６
月
25
日
中
央
委
員
会
を
開
催
し
、
今
季

夏
季
闘
争
の
到
達
点
を
確
認
し
、
今
季
闘
争
を
終
結
す
る
と

と
も
に
、
引
き
続
き
、
勤
務
時
間
15
分
短
縮
実
施
に
伴
う
２

部
制
勤
務
の
拡
大
問
題
、
育
児
に
係
る
早
出
遅
出
勤
務
の
導

入
に
伴
う
庁
舎
管
理
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、
細
部
協
議
を
行

い
問
題
点
の
追
及
と
要
求
の
前
進
を
め
ざ
し
ま
す
。

給
与
制
度
改
悪
、府
民
施
策
切
捨
て
の

夏季闘争終結

　

６
月
24
日
、
第
56
回
府
職

労
女
性
部
定
期
大
会
が
エ
ル

お
お
さ
か
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

15
人
か
ら
発
言
が
あ
り
、

長
年
か
け
て
積
み
上
げ
て
き

た
母
性
保
護
や
子
育
て
支
援

に
対
す
る
大
改
悪
提
案
撤
回

の
た
た
か
い
の
中
で
、
一
部

撤
回
さ
せ
、
拘
束
勤
務
時
間

の
短
縮
が
実
現
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
が
、
保
育
特
別

休
暇
の
廃
止
を
な
ん
と
か
復

活
し
て
ほ
し
い
と
い
う
発
言

が
相
次
ぎ
ま
し
た
。「
こ
れ

以
上
の
時
間
の
や
り
く
り
は

で
き
な
い
」「
早
出
遅
出
で

は
対
応
で
き
な
い
」「
復
活

で
き
な
い
の
な
ら
せ
め
て
時

間
休
を
15
分
単
位
で
取
れ
る

よ
う
に
し
て
ほ
し
い
」「
保

育
所
の
送
迎
は
家
族
的
責
任

を
果
た
す
た
め
。
年
次
休
暇

と
は
本
来
別
の
も
の
」
な
ど

で
す
。

　

ま
た
、
橋
下
知
事
が
強
引

に
進
め
る
市
場
化
テ
ス
ト
の

名
で
民
間
委
託
が
進
め
ら
れ

て
い
る
府
税
職
場
や
図
書
館

で
は
、「
府
民
の
た
め
に
な
っ

て
い
な
い
し
混
乱
を
招
い

て
い
る
」「
仕
事
に
希
望

が
も
て
ず
辞
め
て
い
く
人

が
増
え
て
い
る
」
な
ど
の

実
態
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

保
育
特
別
休
暇
の
廃
止
提

案
は
さ
せ
な
か
っ
た
病
院
労

組
で
は
、
人
員
確
保
が
き
ち

ん
と
さ
れ
な
い
ま
ま
の
７
対

１
看
護
で
、
夜
勤
回
数
が
増

え
た
り
病
棟
閉
鎖
も
お
き
て

い
る
実
態
や
、
二
交
代
制
勤

務
を
導
入
し
よ
う
と
し
て
い

る
こ
と
に
対
し
て
長
時
間
労

働
が
い
か
に
健
康
に
悪
い
か

学
習
会
に
と
り
く
ん
で
い
る

こ
と
な
ど
の
発
言
が
あ
り
ま

し
た
。

　

経
過
報
告
・
方
針
案
と
も

満
場
一
致
で
承
認
・
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
特
別
決
議
案

「
平
和
で
人
間
ら
し
く
生
活

で
き
る
政
治
の
実
現
に
向
け

全
力
で
奮
闘
す
る
決
議
」

（
案
）が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

第56回府職労第56回府職労
女性部定期大会女性部定期大会

保
育
特
休
の
復
活
を
願
う

切
実
な
発
言
が
相
次
ぐ

〈大阪府財政構造改革プラン≪たたき台≫より〉
公務員制度改革の方向性
（１）給与制度
　①独自給料表の導入（行政職給料表）
　　 　職務・職責に応じた独自給料表を整

備します。具体的には、職務・職責に
応じた定額制を導入することや、現給
料表の水準を基本に１つの役職段階に
１つの職務の級とする等について検討
します。また、法改正が必要な見直し
については、国に提言を行います。

　　 　これにより、わたりや一律的な昇格
を解消します。また、独自給料表の適
用にあたり、現給保障は行わず、給料
水準が下がる職員には徐々に新給料の
水準に近づけることや、同様の方法で
これまでの現給保障を解消することに
ついて検討します。

　　 　現業職員は、行政職給料表に替え、
（仮称）技能労務職給料表の適用を検討
します。あわせて、業務を見直し計画
的なアウトソーシングをすすめます。

　②管理職手当
　　 　管理職は、同一職階の中で、職務に

応じてメリハリのついた給与とするた
め、管理職手当の間差を拡大します。

（２）任用制度
　①本庁部長の任用
　　 　庁内外を問わず人材を登用できる仕

組みを検討します。
　②課長級昇任の見える化
　　 　課長級昇任考査を導入し、マネジメ

ント能力を重視した任用を行います。
　③採用試験の見直し
　　 　地域主権の進展を見据えた人材確保

を行うため、組織として求める人物像
を明らかにした上で、募集の時期や方
法、採用試験内容等の見直しを行いま
す。

組織人員体制の見直し
１．一般行政部門職員数の削減
（１）目的
　 　関西州・地域主権の実現に向け、国か
ら権限移譲や市町村への権限移譲を見据
えた人員体制を確立しつつ、組織のスリ
ム化をすすめます。
（２）職員数中期計画
　 　平成22年度から26年度の５年間で、21
年度当初比900人削減をめざします。

２．ポスト管理
　 　職員数全体の削減をすすめる中で、管
理職ポストのスリム化を図り、ポストに
応じた厳格な昇任管理を行います。

参議院選挙参議院選挙

当
局
責
任
で
実
質
確
保
を

「
財
政
構
造
改
革
プ
ラ
ン

「
財
政
構
造
改
革
プ
ラ
ン
」」にに
反
対
し
よ
う

反
対
し
よ
う


